
























































�問�目 平均 上位� 下位�

�問�7 4.8 4.8 5.0
�問�8 4.8 4.8 5.0

�問�9 4.8 4.8 5.0
�問10 4.8 4.8 5.0

�問11 4.8 4.8 5.0
�問12 4.7 4.7 5.0
�問13 4.7 4.7 5.0

�問14 4.7 4.7 5.0
�問15 4.7 4.7 5.0

�問16 4.5 4.5 5.0
�問17 4.6 4.6 5.0

平均 4.7 4.7 5.0

�問�7�:�授業の目標�明とシラバスに沿った実施

�問�8�:�教員の授業時��守

�問�9�:�教員の�し方

�問10�:�教材・機器・板書等の効果的な使用

�問11�:�教員の�明のわかり易さ

�問12�:�教員の授業環境に対する�慮�私�の注意等�

�問13�:��問機会の確保と�問への�切な対応

�問14�:�学生の理�度の確�と授業への反映

�問15�:���分は�授業を理�できたと思うか

�問16�:�授業は�味・�心・意欲を引き出したか

�問17�:�新しい知�・技�・理�等の習得への有用性

�問�目 平均
�問18 4.6

�問19 4.6
�問20 4.0

�問21 4.4
�問22 4.7

�問23 4.7
平均 4.5

�問18�:���分は�授業に真�目に取り組んだと思うか

�問19�:�授業内容や到�目標を理�して受�したか

�問20�:�欠席回数��回→�ポイント、�回→�、�回→�…�

�問21�:�授業の予習・復習をおこなったか

�問22�:�レポート・��等に積極的に取り組んだか

�問23�:�私�・携帯��等の�粛、教員及び他者の発�傾聴

科目コード�������(����年度�後期)

国�文化学��日本文化学科�常吉�幸子�教������
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2018年度後期授業評価アンケート集計結果 ： 教員による分析・評価と 2019年度に向けての取り組み 

 

Ⅰ．分析と評価 

 

このクラスは、課題への取り組みは熱心だったし、前期からの持ち上がりなので「顔見知り」で

もあり、大変楽しく、効果的に指導を行うことができた。 

「こうしなければならない」というような押しつけも、これも「どちらかといえば」しないです

んだ、そういう押しつけは、結局効果は挙がらないものであることは、ベテラン教員なら誰でもご

存じのことである。今まで「教養セミナー」での授業評価にコメントを出したことはなかったが、

一度ぐらいはと考え、取り上げてみることにした。 

教養セミナーは、いわば「お仕着せ」のゼミで、原則同じ内容を全学の１年生に学ばせるような

形になっている。だから、教員の独自色などは薄かろうと思う。肝腎なポイントさえ押さえてくれ

ればよい。学生自身がどうしたいのか、を尊重して、「こういうやり方では駄目ですか」などと聞

いてきたことについては、すべて許可するのが、このクラスの指導の方針であった。 

このクラスのよかったところは、口頭発表の際に、私が所見を述べてもっとこうすれば、または、

ここを調べてみたら、またあるいは、このテーマなら「○○○○」という人を調べてみると、面白

いかもしれない、などとコメントしたことがらについて、その「仕上げ」としての論文で、ちゃん

と応えてくれたことである。学生に圧力を加えたりせず、自発性を、つまりやりたいことを尊重す

ることによって、むしろそのような指示やヒントを、「渇望」する状態にあったのだろう。結果と

しての論文は、総じてよくできていた。 

かれらは終始楽しそうにしていた。悪いことではない。私も楽しかったので。ただ、学生たちの

側からの意見や志向を引き出すことについては、もっと工夫できる点はあったかもしれないと考え

ている。 

 

Ⅱ．2019年度に向けての取り組み 

  2019年度担当予定科目名：  教養セミナー    

 （同じ、あるいは同様の科目を担当しない場合でも、新たな取り組みの可能性についてコメントする。） 

 

2019年度から、I II と前期・後期で実質通念で指導を行うのでなく、前期のみの半期のサイズ

にちぢむ。同様の「お仕着せ」ゼミでもあるので、そのプランにしたがって、またいい雰囲気をつ

くって行けたらと考えている。 

 

学 部 名 学 科 名 担当者名 科 目 名 履修者数 

国際文化学部 日本文化学科 常吉 幸子 教養セミナーII 17 






	kas_奇数
	kas_偶数



